
取 扱 説 明 書

酸素、水素、フルオロカーボン系冷媒および海水には使用できません。

適正締付けトルク 3N･m {30㎏f･㎝ }

誤配線、電圧違いは、コイルの焼損、作動不良の原因となります。

コイルはAC100V、200Vの選択形です。

周囲温度 -20 ～ +70℃

使用流体 水・蒸気・空気・油（他の流体時は問合わせください。)

75/60 mA

※ 下記仕様は、製品の表示と異なる場合があります。

本体材質は青銅の為、腐食しない流体に限ります。

ＡＭＶ形

220V 60Hz

110V 60Hz

コイルを外した時やコイルの向きを変えた時は、取付ボルトを充分締付けてください。
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配線方法

コイルを結線する時は、電源コードに引張り力が加わらないように余裕を持たせてください。

※結線後、絶縁テープ等で絶縁処理を確実に行ってください。

右図の結線方法に基づいて結線してください。

（下記電気特性参照ください）

“安全上のご注意”のように、異常時コイルが焼損する場合がありますので、電流ヒューズの常設をお願い致します。

消費電力常時電流

8 W
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200V 50/60Hz
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定格電圧・周波数

※下記以外の電圧は製作しておりません。電気特性

必ず保管してください。

ご使用の前に、取扱説明書をよくお読みの上、正しくお使いください｡

このたびは、AMV形電磁弁をお買い上げいただきまして、ありがとうございます。

なお、お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる所に

安全上のご注意

は じ め に

警 告

汎用電磁弁

仕 様

形式-

流体が凍結しないことが前提となります}

最高作動圧力差 0.98 MPa {10 / }

気密試験圧力 0.98 MPa {10 / }

絶縁種類 H種

流体温度 -10 ～ +180℃

周囲湿度 95%RH以下

最低作動圧力差 0.03 MPa {0.3 / }

耐圧試験圧力 1.96 MPa {20 / }

最高使用圧力 0.98 MPa {10 / }

コイルの発熱により類焼の恐れがあります。

コイルの周りには燃えやすいものはおかないでください。

コイルの保温はしないでください。コイル焼損の原因となります。

チューブが変形し作動不良、コイル焼損（発煙、発火）、流体漏れの原因となります。

コイルには、衝撃や大きな荷重を加えないでください。

電源を入れた状態では、コイル・カバーにふれないでください。

高温（約９０℃）となりますのでヤケドの恐れがあります。

コイルが焼損（発煙、発火）したり、誤作動の原因となります。

ラベルに表示されている電圧以外では使用しないでください。

コイルを本体から外した状態で電源を入れないでください。コイルが焼損（発煙、発火）します。

使用最大粘度 50 /s

作動確認

保守･点検

取付方法

問 合 せ



配線方法

必ず保管してください。

ご使用の前に、取扱説明書をよくお読みの上、正しくお使いください｡

安全上のご注意

は じ め に

警 告

仕 様

アースは装置上の適正な場所に取り付けてください。

電磁弁にゴミ、異物が流れ込む恐れがある時は、入口側にストレーナ(80～100メッシュ)を取り付けてください。

ウォータハンマ防止機構は付いておりませんのでご配慮ください。

取付ボルト

プランジャ

コイル・カバー

電源コ－ド

本体

コイル

チューブ

コイル

ピストン

本体の固定及び配管の固定を確実に行ってください。

本製品を正しく取付け後、必ず試運転を実施し、全システムが完全に機能することを確認してください。

コイル･カバーに貼られているラベルの電圧と電源電圧が一致しているか確認ください。

保守・点検時は、電源を必ず切ってください。分解・点検が必要な時は、当社へご相談ください。

取付姿勢は下記の範囲としてください。

締 付

トルク

形式 AMV-

{㎏f･㎝}

N･m

{650}{500}{350}

655035

2510G2006G1504G

配管後は、気密検査を実施してください。

作動確認

保守･点検

蒸気で使用する場合は、電磁弁の前にスチームトラップを設けて、ドレンの自動排出を行ってください。

水質により電磁弁内部に水あかなどが付着することがあります。定期的に点検・清掃を実施ください。

コイルを本体から外す時は、必ず電源を切ってください。コイル単体に電源を入れるとコイルが焼損します。

配管ストッパ配管

90
ﾟ 90ﾟ

コイル本体

急激な加圧や圧力変化を加えると一時的に開くことがあります。

＜使用時＞

本体の変形により作動不良の原因となります。

コイル・カバー内に水が入らないようにしてください。コイルの絶縁が低下する恐れがあります。

本体に圧縮・引張り・ねじり等の不当な力を加えないでください。作動不良の原因となります。

配管をねじ込む時は、図のストッパを越えないよう下記適正締付けトルクで、締付けてください。

入口側に逆止弁等を取り付けないでください。配管内部が液封状態となり、異常圧力が発生し弁が損傷、故障の原因となります。

(逆圧が加わる時は、逆止弁を出口側に取り付けてください。)

逆圧が加わると、内部部品が変形し、弁漏れの原因となります。ご使用時配慮ください。

流れ方向は、本体矢印方向に合わせてください。(入口・出口をまちがえないでください。)

＜取付方法＞

最小50㎜

最小50㎜

取付方法

説明書A014

配管内のゴミ、異物は取り除いてください。故障の原因となります。

コイルの電源コードを持って製品をつり下げないでください。 故障(断線)の原因となります。

＜取付前に＞

使用出来ません。）

（コイルの下向きは

コイル上部には保守点検用のスペースを確保してください。

油の粘度は、50 /sを越えると作動不良となりますので油の選定にご注意ください。

問 合 せ
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